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　昼食の摂り方について、未婚、既婚

両方の男性をみてみると、１ヵ月に自

分の裁量で自由に使えるお金（いわゆ

るお小遣い）が少ない人ほど、手作り

のお弁当（家族が作ったものを含む）

持参率は高く、お弁当が世の男性たち

にとって、節約の一手段であることが

みえてきました。

　そして、最近自分でお弁当を作る「弁

当男子」が話題になっていますが、手

作りのお 弁 当持 参 派 の 男 性（ 未 婚：

１６％、既婚：３５％）が月に１度以上

自分でお弁当を作る割合は、未婚では

３１％、既婚では１４％でした。決して

多くはありませんが、「弁当男子」は未

婚、既婚とも全体の５％程度存在しま

した。

　また、そのお弁当をつくるきっかけ

について聞いてみると、「お金のないと

き（節約のため）」は作るきっかけトッ

プ３に入っておらず、「日常的に」「気

が向いたときに」等が多くあげられま

した。 節約の一手段としてお弁当の持

参はするけれども、節約のために自ら

お弁当作りを行う人は少数派というの

が実態のようです。

「お弁当」は節約の救世主??

弁当男子の実態

　夫の家事・料理の実施率は大幅に増加して
いました。“男も料理の時代”の始まりであっ
た1997年にもみられていた料理を楽しむ意
識は、より高まってきており、それがレパー
トリーの広がりや腕前の上昇に繋がっている
と考えられました。ただ、レパートリーに関

しては、1品で1食となるようなワンディッ
シュメニューが中心で、和食を敬遠する傾向
がみられました。男性が和食にチャレンジす
ることは、和食の活性化にも繋がり今後の伸
びしろとして期待されます。一方で、今回の
調査ではコスト・手間の軽減、お買い得情報
への関心といった生活者としての意識もみら
れました。これらのことより、2009年の現
在はすでに“男性も料理の時代”となってお

り、その質が趣味から日常への移行期にある
と位置付けられます。
　また、20代では、料理を覚えるのに母親
や学校教育の影響を受けていたり、和食を作
れるようになっていたりと、特徴的な実態が
見られました。今後、未婚率が高い20代が
結婚し、自分の家庭を持つようになることで、

“男も料理の時代”がさらに新たなステージ
へ突入することが予測されます。

考　察
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昼食の摂り方とお小遣いの金額（2009年）
■ 2万円未満（n=314）　■ 2万円〜4万円未満（n=375）　■ 4万円〜6万円未満（n=251）　■ 6万円以上（n=229）

自分でお弁当を作る頻度
〈手作りのお弁当を食べている人〉（2009年）

お弁当を作るきっかけ
〈月に1度以上自分でお弁当を作る人〉（2009年）

［複数回答］　（n=115）■ 月に1度以上　■ それ以下の頻度　■ 自分は作らない
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1997年
調 査 対 象：男性 20-60代 既婚
サンプル数：384名
  41名（20代）、93名（30代）、126名（40代）、

64名（50代）、60名（60代以上）
実 施 期 間：1997年10月
調 査 方 法：郵送調査

2009年
調 査 対 象：（P2-7）男性 20-60代 既婚、（P8）男性 20-60代 未・既婚
サンプル数：1248名
  （各年代とも未婚、既婚の順に）186名、40名（20代）、119名、160名（30代）、

61名、179名（40代）、50名、207名（50代）、34名、213名（60代）
実 施 期 間：2009年7月3日〜7月5日
調 査 方 法：インターネット調査

調査概要

※ レポートには調査回答者の年代構成を日本の実年代構成にあわせて補正したデータを使用。


